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西
国
街
道 

 
 
 
 
 

江
戸
時
代
の
正
式
名
称
は

「
山
崎
道
」
で
、
脇
街
道
で
あ

っ
た
が
維
新
後
西
国
街
道
と

な
っ
た
。 

 

山
崎
道
は
、京
都
～
西
宮
１３

里
７
町
（
約
４２
Ｋ
ｍ
）
で
す
。 

本
街
道
は
東
海
道
で
淀
川

左
岸
（
伏
見
～
淀
～
枚
方
～
守

口
）
の
道
で
す
。 

 
 

芥
川
仇
討
の
辻 

 

芥
川
宿
の
仇
討
と
は
今
か
ら

お
よ
そ
三
百
年
程
前
江
戸
時

代
初
期
の
で
き
ご
と
で
す
。 

討
た
れ
た
仇
の
懐
か
ら
一

通
の
書
状
が
あ
り
、「
自
分
は

二
人
も
殺
し
た
人
間
で
あ
る

た
め
討
た
れ
て
当
然
で
あ
り

且
、
討
つ
方
に
は
咎
（
と
が
）

は
な
い
。」
と
あ
っ
た
。 

こ
の
仇
討
は
双
方
が
当
時

の
武
士
道
の
モ
ラ
ル
を
貫
い

た
美
談
と
し
て
語
ら
れ
て
い

る
と
の
こ
と
で
す
。 

風
俗
史
の
上
か
ら
も
貴
重

な
資
料
「
続
近
世
畸
人
伝
」
に

も
取
扱
わ
れ
て
い
ま
す
。 

一
度
立
ち
止
ま
っ
て
立
て

看
板
を
読
ん
で
み
よ
う
。   

旧
芥
川
宿 

芥
川
一
里
塚
か
ら
芥
川
橋

ま
で
の
間
約
四
百
Ｍ
の
町
並

み
。
か
っ
て
旅
籠
屋
な
ど
が
建

ち
並
び
、
大
名
行
列
や
旅
人
ら

が
行
き
交
う
北
摂
の
要
地
で
、

本
宿
で
な
く
「
間
の
宿
」（
中

休
み
の
所
）
と
し
て
栄
え
た
。 

 

今
で

も
そ
の

面
影
を

残
す
家

が
残
っ

て
い
る
。 

 

 
 

芥
川
一
里
塚 

 

一
里
塚
は
江
戸
時
代
に
道

程
の
目
印
と
し
て
一
里
ご
と

に
塚
を
築
き
榎
の
木
を
植
え

た
場
所
で
、
こ
の
芥
川
一
里
塚

も
昔
は
街
道
の
両
側
に
あ
っ

た
の
が
、
い
ま
は
東
側
だ
け
が

残
っ
て
い
る
。 

 

さ
ら
に
街
道
を
進
む
と
江

戸
時
代
に
で
も
来
た
か
と
思

う
よ
う
な
、
旧
西
国
街
道
筋
に

ふ
さ
わ
し
い
朱
塗
り
の
家
が

あ
る
。
し
か
も
扱
い
商
品
が
こ

れ
ま
た
提
灯
。 

 
 

芥
川
小
学
校
跡
地
碑 

 

芥
川
小
学
校
は
明
治
六
年

(1873)

創
立
、
昭
和
九
年
に
手

狭
に
な
り
真
上
へ
移
っ
た
。 

芥
川
公
民
館
（
旧
名
；
高
槻
市

立
中
央
公
民
館
） 

 

城
内
公
民
館
が
出
来
た
時

に
高
槻
市
立
中
央
公
民
館
か

ら
芥
川
公
民
間
に
名
前
が
変

わ
っ
た
と
の
こ
と
。 

今
で
も
地
図
の
上
で
は
高
槻

市
立
中
央
公
民
館
名
で
記
載

さ
れ
て
い
る
も
の
が
有
る
。 

中
谷
紘
也(

ひ
ろ
や)

館
長
と

面
談
・
貴
重
な
芥
川
山
城
と
芥

川
城
の
資
料
を
頂
き
ま
し
た
。 

教
宗
寺
（
き
ょ
う
そ
う
じ
） 

 

弘
安
十
年(1287)

に
建
立
。

江
戸
時
代
の
芥
川
絵
図
に
も

描
か
れ
、
現
在
も
当
時
の
面
影

を
残
し
て
い
る
。 

 

「
神
恵
山
教
宗
寺
」
は
浄
土

真
宗
本
願
寺
派
に
属
し
、
本
尊

は
阿
弥
陀
如
来
で
あ
る
。 

境
内
の
一
角
、
本
堂
の
手
前
に

花
崗
岩
の
自
然
石
を
く
り
抜

い
て
作
っ
た
長
さ
約
二
ｍ
、
幅

約
一
ｍ
、深
さ
約
35
ｃ
ｍ
の
石

槽
が
置
か
れ
て
い
る
。 

 

石
槽
に
は
石
棺
と
石
風
呂

の
二
つ
の
場
合
が
あ
る
が
、
こ

の
石
槽

に
は
底

に
小
さ

い
水
抜

き
孔
が

あ
る
こ

と
か
ら
、

石
風
呂

と
考
え
ら
れ
て
い
る
。 

 
 

芥
川
城
跡 

 

殿
町
の
高
槻
ス
イ
ミ
ン
グ
ス

ク
ー
ル
の
南
側
の
西
へ
約
50

ｍ
の
と
こ
ろ
に
あ
る
。 

 

芥
川
城
が
い
つ
築
城
さ
れ

た
の
か
は
定
か
で
は
な
い
。
が
、

凡
そ
鎌
倉
時
代
後
期
に
北
摂

地
方
の

土
豪
で

あ
っ
た

芥
川
氏

が
居
城

す
る
よ

う
に
な

っ
て
、

そ
の
名
が
歴
史
上
に
あ
ら
わ

れ
て
き
た
よ
う
で
あ
る
。 

 

応
仁
・
文
明
の
大
乱
（
１
４

６
７
～
７
７
）
の
時
に
、
芥
川

氏
は
西
軍
の
大
内
政
弘
に
敗

れ
て
し
ま
い
、
芥
川
城
も
ま
た

城
主
と
と
も
に
運
命
を
共
に

し
た
の
で
あ
ろ
う
。 

 

そ
の
後
、
延
徳
二
年
（
１
４

９
０
）
に
細
川
政
元
が
芥
川
城

の
再
建
に
乗
り
出
し
た
。
城
主

と
し
て
配
備
さ
れ
た
の
が
能

勢
因
幡
守
頼
則
で
あ
っ
た
。 

 

や
が
て
三
好
氏
が
台
頭
す

る
よ
う
に
な
る
と
芥
川
城
は

廃
さ
れ
、
芥
川
山
城
へ
と
中
心

は
移
っ
て
い
っ
た
。 

 
生
垣
の
間
に
、
こ
の
石
碑
が

あ
る
と
聞
い
た
が
屋
敷
の
中

で
工
事
中
の
為
、
見
る
こ
と
が

出
来
な
か
っ
た
。
今
こ
こ
は
、

個
人
の
住
宅
で
、
一
般
に
公
開

さ
れ
て
い
な
い
よ
う
で
あ
る
。 

 
 

環
境
科
学
セ
ン
タ
ー 

 

セ
ン
タ
ー
長
他
職
員
の
方
に

ビ
デ
オ
や
内
部
の
説
明
を
い

て
頂
き
ま
し
た
。 

お
忙
し
い
な
か
を
有
り
難
う

御
座
い
ま
し
た
。 

 

環
境
科
学
セ
ン
タ
ー
は
、
平

成
４
年
３
月
開
所
し
た
芥
川

水
系
な
ど
の
市
内
河
川
水
の

水
質
監
視
の
為
の
分
析
の
他
、 

 

① 

地
下
水
汚
染「
監
視
の
た

め
の
水
質
検
査
」 

 

② 

工
場
、
事
業
場
排
水
の
水

質
分
析 

 

③ 

酸
性
雨
調
査
の
他
、平
成

５
年
よ
り
保
健
所
が
受
け
た

水
の
分
析
、
プ
ー
ル
の
水
質
検

査
を
行
な
っ
て
い
る
。 

市
内
の

川
で
子

供
が
遊

べ
、
魚

や
貝
が

安
心
し

て
食
べ

ら
れ
る
よ
う
に
監
視
し
て
欲

し
い
。 

 
 

芥
川
桜
堤
公
園 

 

４
月
は
桜
見
物
客
で
賑
わ
い
、

５
月
は
鯉
の
ぼ
り
が
川
面
に

泳
ぎ
ま
す
。
夏
は
涼
を
求
め
た

子
供
た
ち
が
川
遊
び･･･

。
身

近
に
楽
し
め
る
、
市
民
に
人
気

の
遊
び
場
で
す
。 

Ｓ
・
Ｏ 

V・G 槻
き
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山
崎
道
（
西
国
街
道
）
を
散
策
・
芥
川
町 

 

 

1月度行事予定 
“国道１７１号線沿い：工場地帯” 

月  日：平成１９年１月１８日（木）  

集合場所：ＪＲ 摂津富田駅改札出口 １２：５０集合 

順  路：ＪＲ 摂津富田駅 → 明治製菓→ 高槻社会保険健

康センター→ スポーツセンター→ ＪＲ 摂津富田駅 

 

２月度行事予定 
"西国街道：郡山宿本陣（椿の本陣）" 

月  日：平成１９年２月１５日（木）  

集合場所：JR茨木駅北阪急バス乗り場① １３：００集合 

順  路  JR茨木駅→宿川原バス停下車→郡山宿本陣（椿の

本陣→阪急茨木→茨木別院→阪急茨木駅   

 

 


